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新体操女子審判本部 

落下による技術的欠点と芸術的欠点の関係 

 選手Ａ 選手Ｂ 選手Ｃ メモ 

減 点 
身体の動き➢0～0.4 

手具➣0～0.4 

身体の動き➣０．５～ 

手具➣０．５～ 

身体の動き➣１．０ 

手具➣１．０ 
 

落下  

０．３０ 

身/手➣０～０．８ 身/手➣１．０～ 身/手➣２．０ ・全く音楽に影

響しない場合も

ある 構－０．１ 

音―０～０．１ 

構－０．１ 

音―０～０．１ 

構－０．１ 

音―０～０．１ 

Ｅ 得点 
芸０．２＋技１．１ 

８．７０～９．６０ 

芸０．２＋技１．３ 

８．５０～８．６０ 

芸０．２＋技２．３ 

７．５０～７．６０ 

落下  

０．５０ 

身/手➣０～０．８ 

 

身/手➣１．０～ 身/手➣２．０ ・身体の表現 

・空間の使用な

ど付随する条件

も加算 
構－０．３ 

音―０．１～０．３ 

構－０．３ 

音―０．１～０．３ 

構－０．３ 

音―０．１～０．３ 

Ｅ 得点 
芸０．６＋技１．３ 

８．１０～９．１０ 

芸０．６＋技１．５ 

７．９０～８．１０ 

芸０．６＋技２．５ 

６．９０～７．１０ 

落下  

０．７０ 

身/手➣０～０．８ 

 

身/手➣１．０～ 身/手➣２．０ ・音楽は落下や

ミスにより何拍

遅れるか（ずれ

るか）で判断 

構－０．５ 

音―０．３～０．５ 

構－０．５ 

音―０．３～０．５ 

構－０．５ 

音―０．３～０．５ 

Ｅ 得点 
芸１．０＋技１．５ 

７．５０～８．３０ 

芸１．０＋技１．７ 

７．３０～７．５０ 

芸１．０＋技２．７ 

６．３０～６．５０ 

・構成の統一性

の減点は最後に

判断 

落下 

0.70×２ 

身/手➣０～０．８ 身/手➣１．０～ 身/手➣２．０ ・0.7 の落下が 2

回あったら、構

成は 1.0 減点す

る。その他の項

目は、結果の判

断。引きすぎに

注意する。 

構―１．０ 

音―０．６～１．０ 

構―１．０ 

音―０．６～１．０ 

構―１．０ 

音―０．６～１．０ 

Ｅ 得点 
芸２．０＋技２．２ 

５．８０～７．００ 

芸２．０＋技２．４ 

５．６０～６．００ 

芸２．０＋技３．４ 

４．４０～４．８０ 

！注意；①E 得点の芸術と技術の計算は、減点が最大の場合。得点幅は目安と考える。 

②ライン際での場外（0.70 の技術的欠点）で、構成や音楽に影響が少ない場合は、芸術的欠点は

少なくなる。あくまでも落下による結果の目安と考える。 


